
本講演では、「獨協医科大学埼玉医療センター
子どものこころ診療センター」で、行われてい
た自閉スペクトラム症（ASD）児に対するソー
シャルスキル・トレーニング（SST）と認知行
動療法（CBT）とその親に対するペアレント・
トレーニング（PT）についての内容を紹介し
ました。SSTは、ASDの診断がある児童、小
学校２年生から小学校６年生、CBTは、小学
２年生～中学生を対象としています。理由とし
ては、このような時期に対人関係にうまくいか
なさを感じ始めている場合が多いからです。
SSTは、行動のしくみ（機能分析）を考えた
上で、代替行動として機能するような行動のレ
パートリーを標的スキルとすることが大切で
す。また、SSTを行う構成要素には、教示、
モデリング、リハーサル、フィードバックを含
め、般化促進にむけた工夫やスキルの実施の状
況を自己モニタリングできるような機会を設け
ることが望ましいです。
そして、CBTでは、ASD児自身が不快に感
じている場面を特定することの難しさや、自身
がどのような感情であるのか気づくことが難し
いです。演習では、ワークシートを用いて、認
知再構成する方法や漸進的筋弛緩法などの実施
方法を演習しました。
子どもがスキルを習得しても家庭の中で、強

化される環境がないと維持しにくいため、PT
を行うことが大切です。また、保護者が子ども
を理解し、受け入れてうまく対応できることは、
ASD児にとっても自信がうまれ、自分自身を
受け入れやすくなります。PTの場面では、親
から「全然いいところなくてほめられないんで
す」と言われることがあります。親は困った行
動によく注目しがちです。それは、子どもの将
来のことを考えた際の不安からくるかもしれま
せんし、対応が難しくうまくいかないことへの
イラだちからくるかもしれません。ちょっと視
点を変えて、今できていること、ほめられそう
なこと、できそうな行動に気づき、PTを通し
て、親は変えていくことができます。なかまプ
ログラムの中では、「子どものあいさつをほめ
よう」「話をすることをほめよう」「話をきくこ
とをほめよう」という内容を通して、行動を強
化することを丁寧に体験してもらいます。また、
「報告を手順に分けてほめよう」では、スモー
ルステップで取り組む方法を学びますし、指示
の出し方、環境の調整のしかたなどの工夫につ
いて親が習得していくことができます。「困っ
た行動に取り組もう」という段階になって、そ
れまでの取り組みがうまくいけば、「もう、困っ
たことはあまりありません」ということも多く
あります。
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SSTの介入研究においては、親評定の PSI（育
児ストレスインデックス）で、SST後～プロ
グラム後、GHQ（精神的健康）でプログラム
開始から SST後にかけて下がりました。子ど
も評定の対人応答性尺度（SRS）の Cog は「物
事を文字どおりに取りすぎて，会話の意味が理

解できない」などの対人的認知を測定しますが、
プログラム開始から SST後にかけて下がりま
した。CBTの介入研究では、「人が何を考え，
感じているかに気づいている」という対人的気
づき（SRS-A）が CBT前よりもCBT後の方
で良好であることがわかりました。
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